
（仮称）三洋電機株式会社（仮称）三洋電機株式会社 加西事業所新工場加西事業所新工場
（グリーン（グリーン エナジーエナジー パーク）パーク）

三洋電機株式会社三洋電機株式会社

エナジーソリューソン事業統括部エナジーソリューソン事業統括部

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

プロジェクトの全体概要

■建物概要

所在地

建物用途

建築面積

延床面積

設計者

施工者

兵庫県加西市鎮岩町194-4

HEV用リチウムイオンバッテリー製造

工場

15,703.94 ㎡

55,550.46 ㎡（新築全８棟）

Ｃ棟

管理棟

エネルギー棟

付属棟他

鹿島建設株式会社 建築設計本部

株式会社関電工

株式会社朝日工業社名古屋支店

鹿島建設株式会社 関西支店

株式会社関電工 関西支店

株式会社朝日工業社 大阪支社

：

：

：

：

：

：

： 42,830.82 ㎡

： 7,831.56 ㎡

： 3,239.63 ㎡

： 1,648.45 ㎡

加西市

C棟 CASBEE 管理棟 CASBEE



グリーンエナジーパーク

太陽光発電と二次電池の高度利用

■ 二次電池活用による系統電力への負荷低減

■ DC／AC変換ロスの削減

■ 工場全体の電力消費の高度制御による省エネ効果

■ 停電時・災害時の周辺地域への電力供給

ＣＯ２削減効果
▲325.7 ton-ＣＯ２/年

費用対効果
▲11,686 千円/年

□ １MWのソーラーパネルと１．５MWhの二次電池及び充放電制御技術、

直流配電により、効率的な自然エネルギーの活用。

直流配電直流配電



スマートエナジーシステム

■ 二次電池の有効活用、個別EMSへの制御指示により、

最適なエネルギー利用を自動で選択・制御 ＣＯ２削減効果
▲648.0 ton-ＣＯ２/年

■ 管理棟EMSが省エネ制御を実行し、電力平準化、ＣＯ２削減を実行

管理棟エネルギーマネジメントシステム（管理棟EMS)

ＣＯ２削減効果
▲30.0 ton-ＣＯ２/年

・自然換気システム（デイ・ナイトパージ）制御

・躯体蓄熱制御

・厨房温湿度管理システム等と連動した空調制御

・SESの指示による電力負荷抑制

・その他各種センサー等による制御の実施・試行



工場系エネルギーマネジメントシステム（工場系EMS)

■ 工場系ＥＭＳが工場内の設備機器・生産機器の省エネ制御を実行

ＣＯ２削減効果
▲618.0 ton-ＣＯ２/年

工場棟での省エネ技術の徹底活用

■ 省エネ効果の高い設備機器・生産機器の採用

ＣＯ２削減効果
▲1,410.0 ton-ＣＯ２/年



ソーラーパネルとの建材の一体化

□ ソーラーパネルと一体化したダブルファサードの導入（管理棟）

■ 外光透過・両面発電の特徴を用いた壁面一体型の太陽光発電システム

■ 二重化された外装の庇効果による高い日射遮蔽効果

■ 空調余剰空気の冷熱による太陽光発電の効率向上

●ダブルスキンによる
空調負荷低減

●ソーラーパネルによる
発電効果

ＣＯ２削減効果
▲3.0 ton-ＣＯ２/年

費用対効果
▲197 千円/年

ＣＯ２削減効果
▲15.4 ton-ＣＯ２/年

費用対効果
▲550 千円/年

基準立面図 基準断面図

コミュニティとの共生（環境への意識啓発）

■ 自然エネルギー利用状況のライブ表示

デジタルサイネージによる事業所内の自然エネルギーの利用状況の表示

■ｿｰﾗｰﾁｬｰｼﾞﾝｸﾞ･ｽﾃｰｼｮﾝと一体となったモニュメント設置

■ 近隣コミュニティーと連携した

省ＣＯ２推進への取組み

・敷地内だけでなく周辺地区外と連携した

ソーラーＬＥＤ外灯の設置

・地域と連携して電動自転車用

ソーラー駐輪場の整備

（ｿｰﾗｰﾁｬｰｼﾞﾝｸﾞ・ｽﾃｰｼｮﾝ）



自然との共生

□ エコシャフト・自然換気サッシュの導入（管理棟）

■ 階段を風の通り道とした自然換気システム（デイパージとナイトパージ）

■ 中間期に自然換気を行い、執務空間の向上、空調の消費エネルギーの軽減

□ 雨水利用

■ 水浄化システムにより、

雨水利用を行い、水資源

の効率利用を実現

■室外機への雨水散水に

よる効率向上

□ ビオトープの整備

□壁面・屋上緑化

□緑化駐車場の整備

グリーンエナジーパーク

当工場は、エネルギーを中心に、水・空気・コ

ミュニティの４つのコンセプトのもと、自然エネル

ギーの活用を通じた環境にやさしい工場を実現

し、世界に向けて発信と普及を図ります。



あやめ池遊園地跡地・あやめ池遊園地跡地・
省ＣＯ省ＣＯ22タウンプロジェクトタウンプロジェクト

近畿日本鉄道株式会社近畿日本鉄道株式会社

近鉄不動産株式会社近鉄不動産株式会社

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

プロジェクト概要

＜対象物件概要＞ ＜開発の背景＞

1

あやめ池遊園地営業当時

モデル事業対象区域
（１４．７ｈａ）

奈良市
都市再生整備計画地域

あやめ池北地区

プロジェクト計画地

関西国際空港

神戸空港

大阪国際空港

伊
勢
湾

大
阪
湾

琵琶湖

近鉄名古屋

新幹線

新大阪新神戸

賢島
吉野

河内長野

大阪難波
近鉄奈良

伊
勢
市

神戸

大阪

京都

奈良

名古屋

ｺｽﾓｽｸｴｱ

Ｎ

三宮

近鉄線

大阪阿部野橋

近鉄四日市

菖
蒲
池

計画地

周辺エリア

１９１４年（大正３年） 奈良～大阪（上本町）間に鉄道開通
１９２５年（大正１５年） あやめ池遊園地開園
２００４年（平成１６年） あやめ池遊園地閉園
２００４年～２００５年 遊具撤去工事
２００８年（平成２０年） 基盤整備工事着手

文化施設等

商業施設

平城宮跡

菖蒲池

近鉄線学園前

大和西大寺

平城

大和文華館

松伯美術館

近鉄学園前



プロジェクトの全体像

2

CASBEEまちづくり

環

境

品

質

環

境

負

荷

低

減

性

地区の
サービス性能Ｑ2

Ｑ3

自然環境
（微気候・生態系）Ｑ１

地域社会への貢献
（歴史・文化、
景観、地域活性化）

地域環境
マネジメントLR３

社会基盤LR２

微気候・外部空間の
環境影響LR１

あやめ池遊園地跡地・
省ＣＯ2タウンプロジェクト

住民による持続可能な
エコ活動推進スキームの構築

省CO2技術の導入

街区
戸建
住宅

集合
住宅

地域特性を活かした
まちづくりコンセプトの策定

CASBEEまちづくり

Aランク

池と既存樹木の保全
「風の道」「緑のコリドー」
湿地の復元・自然石護岸

電線共同溝
CATV（光ファイバー）導入
タウンセキュリティ導入

緑のリサイクル計画
自然環境保全・活用
景観・環境ガイドライン

緑地保全・透水性舗装
大気汚染浄化樹木
照明・広告物規制

雨水貯留・透水性舗装
ゴミ分別・生ゴミコンポスト
太陽光発電・燃料電池

環境配慮型建設計画
リサイクル製品の利用

実施体制

・近畿日本鉄道株式会社

・近鉄不動産株式会社

事業主

3

・奈良市
（環境イベント、エコ教室等の情報発信）

・NPO法人など
（環境イベント、エコ教室等の開催）

自治体等

・大阪ガス株式会社
（省CO2技術検討、エネルギー事業者）

・株式会社大林組
（まちづくりに関する技術検討、造成工事施工者）

・株式会社日建設計
（まちづくりの設計・ガイドライン策定に関する技術検討）

・シャープ株式会社
（街区の太陽光発電導入に関する技術検討）

近
鉄
グ
ル
ー
プ

協力者

・メディアート株式会社
（地域エコ活動の運営補助者）

・近鉄住宅管理株式会社
（団地管理組合の運営補助者）

・近鉄造園土木株式会社
（まちづくりの緑化に関する技術検討、
造園工事施工者）



緑のリサイクル計画

保全：230本
移植： 93本
残りの伐採木は加工し再利用

樹木の保存（専用重機移植工法） 伐採木プランター

既存樹木
（498本）

コンセプトに基づくまちづくり

4

まちづくりコンセプト
・水辺や緑などあやめ池のランドスケープを継承・活用し、四季や自然に応答したまちづくり
・あやめ池を中心とした新たなライフスタイルをもとに人と地域がつながるまちづくり

あやめ池遊園地跡地利用検討会
（住民代表・学識経験者・奈良市・近鉄）

景観・環境ガイドライン

住民を自主的取組みへ誘導する

あやめ池をのぞむ景観軸 緑を活かす＋

奥行感のあるあやめ上池の
景観を望む景観軸

大径木の
メタセコイア樹林

豊かな緑の護岸

濃い緑を形成する
神社跡地の樹林

あやめ
上池

親水性の高い
なだらかな緑の護岸と樹林

親水性の高いなだらかな
広がりのある緑の護岸

ガイドライン対象範囲

あやめ池をのぞむ景観軸

近鉄・菖蒲池駅

モデル事業
対象区域

街区における省ＣＯ２技術の導入

街区には、自然エネルギー利用設備やヒートアイランド対策、住民のエコ活動をサポートする設備を導入

5

自然エネルギー利用設備

■フローターソーラー20kW

設置事例

池に浮べた太陽光発電

ヒートアイランド対策

■透水性舗装

■既存樹木の保全（緑のリサイクル）

■湿地の復元・自然石護岸

湿地の復元 老朽化した桜並木の再生
（着工前の桜並木）

■エコステーション

省エネ活動拠点・集会所

■太陽光発電を利用した
電動自転車シェアリング

共用設備

設置場所

エコ掲示板

・エコステーション

・駅前広場

・住民専用
ポータルサイト

■エコ情報の発信

設置場所
駅前広場・エコ掲示板

・太陽光・風力利用防犯灯

・ソーラーＬＥＤ公園灯

■防犯灯・公園灯

自然エネルギー利用照明灯
（太陽光、風力）

設置場所

設置エリア
設置事例



地域特性を活かしたパッシブ設計

6

建物配置は、あやめ池を見通す軸を確保し、従来の地形をいかし、水辺の涼風を取り込む風の道を形成

「風の道」の周辺には緑を保全し、環境と共生する「緑のコリドー」を形成

シンボルツリー：既存移植樹

池の保全
既存水辺林の保全＋自然石護岸＋湿地の復元

透水性舗装

緑のコリドー
・団地管理組合の緑地帯＋宅地内植栽
・池への景観軸

風の道

風の道

戸建住宅、集合住宅における省ＣＯ２技術の導入

環境共生住宅認定の「風音の思

想」をベースにまちづくりの観点

からさらなる省CO2技術と地域特

性を活かすパッシブ設計を導入。

7

ふ う ね

集 合 住 宅

安心安全の住宅に省エネ設備
を採用。
まちづくりコンセプトに基づき、
環境や景観に配慮した設計に
より、暮らしの中で環境意識の醸成を目指す。

戸 建 住 宅

■Ｗ発電システム：
家庭用燃料電池コージェネシステム×太陽光発電

■ＬＥＤ照明

■外断熱工法

省エネ設備・工法 省エネ設備

■太陽光発電システム
20kW

■ＬＥＤ照明

（共用部）（住戸）

■真空二重ガラス

■断熱浴槽

■潜熱回収型給湯暖房機

■緑化

■通風利用

■住宅用透光型耐力壁

パッシブ設計 環境配慮設備

■雨水貯留槽

■生ゴミコンポスト

■地場産素材の利用

住民が自ら景観・環境を維持していく取り組みへ誘導

戸建住宅ガイドライン

■緑化

パッシブ設計

環境配慮設備

■通風利用

（住戸） （共用部）

■節水型機器
（便器、食器洗乾燥機）

■雨水貯留槽

■生ゴミコンポスト



住民による持続可能なエコ活動推進①

戸建・集合住宅からなる団地管理組合法人を結成し、住民による持続可能なエコ活動推進スキームを導入

駅前広場エコ掲示板による
情報発信

周辺地域

業務委託運営代行

近鉄グループ

イベント参加

イベント情報など提供

情報発信

奈良市
ＮＰＯ法人など

団地管理組合

8

・街区省ＣＯ２設備の維持管理

・住民エコ活動の運営

エコ活動報告、参加

管理費納入

エコ掲示板による情報発信

地域エコ通貨発行

住 民

住民による持続可能なエコ活動推進②

支援ツール

住民専用ポータルサイト

エコ掲示板

電動自転車シェアリング

エコステーション

・駅前広場、エコステーション、
専用ポータルサイトの３箇所より
エコ情報発信

・「CO2見える化」
・エコ活動参加回数の申告
・電動自転車予約 など

・エコステーションで貸出

×
・住民のエコ活動拠点
・街区管理人が駐在し、業務代行

9

CO2見える化

・緑のボランティア

エコ活動メニュー

・住宅やマイカーのエネルギー使
用量申告により、CO2見える化

エコ教室

住民参加の街区管理

マイカー利用の抑制

・あやめ池まちづくり講習会
・省エネ教室 など

・マイカー利用抑制回数の申告

促進ツール

地域
エコ通貨

× ・街区内店舗で利用可能な

商品券

・ガーデニング補助券

・公共交通利用プリペイド

カード

「スルッとKANSAI」
ネットワーク全域の
鉄道やバスで利用
可能

（例）スルッとKANSAIカード



住民によるエコ活動

住宅の
エネルギー
使用量削減

マイカー利用
の抑制

環境問題へ
の意識喚起

緑化
（街区・宅地）

住民による持続可能なエコ活動推進③

10

住民によるエコ活動を推進することで、住民自身による「まちづくり」の持続をめざす

省CO2を促す
ライフスタイル

持続可能な
まち

地域特性を
活かす

（水、緑、風）

まちづくり

プロジェクト総括

郊外型省ＣＯ2まちづくりのモデルケースをめざす

あやめ池遊園地跡地・省ＣＯ2タウンプロジェクト

水や緑や風など地域特性を活かした

パッシブ設計

戸建住宅、集合住宅、街区へ

様々な省エネ・創エネ技術を導入

住民による持続可能な

エコ活動推進スキームを導入

ＣＡＳＢＥＥまちづくりの活用

11



吉祥寺エコマンション計画吉祥寺エコマンション計画

提案者名提案者名

三菱地所株式会社三菱地所株式会社

国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

吉祥寺エコマンション計画

・キマド

断熱木製サッシュ(ﾎﾟﾂ窓）

光触媒ｾﾙﾌｸﾘｰﾆﾝｸﾞ機能付

省エネ性・ﾃﾞｻﾞｲﾝ性向上

・太陽熱利用給湯システム

集合住宅では初の戸別給湯

省エネ性能向上
・湿式外断熱工法

当社初の外断熱工法

耐久性・省エネ性向上

屋内を打放ｺﾝｸﾘｰﾄで施工

・太陽光発電システム

共用部の照明等に利用

省エネ性能向上、管理費削減

・外周部ウッドデッキ

敷地外周を天然木ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ

ﾃﾞｻﾞｲﾝ性向上

・床ﾁｬﾝﾊﾞｰ空調ｼｽﾃﾑ

前田建設考案の空調方式

輻射熱利用床冷暖房

省エネ性向上

・駐車場台数０

駐車場設置せず

駐輪場2台/戸以上設置

・機能バルコニー

ﾊﾞﾙｺﾆｰ機能を洗濯と機器置場

に特化(ﾘﾋﾞﾝｸﾞ前にはない）

ﾃﾞｻﾞｲﾝ性向上(ﾎﾃﾙﾗｲｸﾘﾋﾞﾝｸ）

・沿道、境界塀緑化

道路沿いに街路樹

境界塀を緑化し景観形成

エコを具現化した象徴的・先進的マンション計画

・駐車場台数０

駐車場設置せず

駐輪場2台／戸以上設置

ムーバス利用促進（市政）



22

太陽熱利用給湯システム太陽熱利用給湯システム

 長府製作所の「エネワイター」長府製作所の「エネワイター」((戸建用）戸建用）

 平成平成2020年省エネ大賞受賞年省エネ大賞受賞

 補助熱源補助熱源((都市ガス）を使用しない「ｅｃｏゆ」都市ガス）を使用しない「ｅｃｏゆ」

（太陽熱で暖まったなりの温度で使用）を積極（太陽熱で暖まったなりの温度で使用）を積極
的に活用し省エネを図る。お風呂以外ではか的に活用し省エネを図る。お風呂以外ではか
なり有効に使える。なり有効に使える。

 従来型給湯器に比べ従来型給湯器に比べ3030％以上のＣＯ２削減％以上のＣＯ２削減
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44

床下チャンバー空調システム床下チャンバー空調システム

 床先行工法で仕上げた二重床とスラブの間をチャン床先行工法で仕上げた二重床とスラブの間をチャン
バーとし、床全体バーとし、床全体((居室だけでなく、玄関・廊下、トイ居室だけでなく、玄関・廊下、トイ

レ・洗面に至るまで！）の輻射で冷暖房を行う。外断レ・洗面に至るまで！）の輻射で冷暖房を行う。外断
熱と併せ、年間空調負荷軽減。熱と併せ、年間空調負荷軽減。

 当社と三菱電機で開発した「マンションエアロテック」当社と三菱電機で開発した「マンションエアロテック」
応用版、前田建設工業が自社社宅で実用実験済み。応用版、前田建設工業が自社社宅で実用実験済み。

 新たにＶＡＶユニットを開発（居室床面角）、コンセン新たにＶＡＶユニットを開発（居室床面角）、コンセン
トやＴＶ・ＬＡＮアウトレット内蔵。トやＴＶ・ＬＡＮアウトレット内蔵。
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66

キマド（ｾﾙﾌｸﾘｰﾆﾝｸﾞ機能付き木製断熱サッシュ）キマド（ｾﾙﾌｸﾘｰﾆﾝｸﾞ機能付き木製断熱サッシュ）

木製断熱サッシュ「キマド」木製断熱サッシュ「キマド」
・内側木製の断熱サッシュ、複層ガラス採用・内側木製の断熱サッシュ、複層ガラス採用
・親水性の高い光触媒セルフクリーニング機能により、窓・親水性の高い光触媒セルフクリーニング機能により、窓
ふき掃除の必要なしふき掃除の必要なし
・ベンチレーションとハニカムサーモスクリーンで窓内気流・ベンチレーションとハニカムサーモスクリーンで窓内気流
をパッシブにコントロールをパッシブにコントロール

77

販売促進ツール「理由（わけ）ブック」販売促進ツール「理由（わけ）ブック」

 竣工販売が前提（青田売り、棟外モデル建設竣工販売が前提（青田売り、棟外モデル建設
は行わない）は行わない）

 美辞麗句に頼らない、「読んで納得できる」美辞麗句に頼らない、「読んで納得できる」
ツール作成ツール作成

 ＷＥＢ上で展開、竣工時は来場者に配布ＷＥＢ上で展開、竣工時は来場者に配布

 仮囲いに「壁新聞」化仮囲いに「壁新聞」化

 機能や仕組みの説明だけでなく、生活シーン機能や仕組みの説明だけでなく、生活シーン
からストーリーを追う（情景が頭に浮かぶ様なからストーリーを追う（情景が頭に浮かぶ様な
エッセイ風の文章）エッセイ風の文章）



88

99

 敷地が外周部にはウッド敷地が外周部にはウッド
デッキデッキ

 駐車場が無いため車路も駐車場が無いため車路も
ないない

 駐輪場駐輪場22台／戸、ムーバ台／戸、ムーバ

ス利用促進ス利用促進

 室内は無垢材フローリン室内は無垢材フローリン
ググ((カバザクラ）と打ち放しカバザクラ）と打ち放し

コンクリートの壁コンクリートの壁

 共用部床はカーペット共用部床はカーペット



1010

太陽光発電とＬＥＤにより消費電力削減太陽光発電とＬＥＤにより消費電力削減

 太陽光発電（１．８ＫＷ）により、日中共用部太陽光発電（１．８ＫＷ）により、日中共用部
照明（ＬＥＤ）の電力一部まかなう。タイマー管照明（ＬＥＤ）の電力一部まかなう。タイマー管
理も実施。理も実施。

 専有部にもＬＥＤ照明を多用、人感センサー専有部にもＬＥＤ照明を多用、人感センサー
でつけっぱなし抑制。でつけっぱなし抑制。

 マンション全体の照明による電力負荷を、通マンション全体の照明による電力負荷を、通
常の１／１０に削減。常の１／１０に削減。

1111

 トータルで１３ｔ以上（１戸当たり１．４ｔ以上）のトータルで１３ｔ以上（１戸当たり１．４ｔ以上）の
ＣＯ２削減を実現ＣＯ２削減を実現

 11年間モニタリングを実施（今回採用の設備年間モニタリングを実施（今回採用の設備

や仕様の効果検証のため）や仕様の効果検証のため）

 今後の新規物件に展開（次世代型集合住宅今後の新規物件に展開（次世代型集合住宅
の模索）の模索）

まとめまとめ



2009年12月2日
第4回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

国土交通省 平成2１年度第2回国土交通省 平成2１年度第2回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業採択プロジェクト

分譲マンションにおける分譲マンションにおける
プ ププ プ「省ＣＯ２化プロトタイプ集合住宅」の提案「省ＣＯ２化プロトタイプ集合住宅」の提案

三井不動産レジデンシャル株式会社（ＭＦＲ）三井不動産レジデンシャル株式会社（ＭＦＲ）三井不動産レジデンシャル株式会社（ＭＦＲ）三井不動産レジデンシャル株式会社（ＭＦＲ）

（仮称）世田谷区中町三丁目計画概要（仮称）世田谷区中町三丁目計画概要

【所 在】 東京都世田谷区中町三丁目【所 在】 東京都世田谷区中町三丁目

【交 通】 東急大井町線「等々力」駅徒歩11分

【敷地面積】 3 168 61㎡【敷地面積】 3,168.61㎡

【構造・規模】 RC造地上3階建

【戸 数】 43戸(2LDK～3LDK)

【駐車台数】 22台 （附置率51％）

11

【駐車台数】 台 （附置率 ）

【駐輪台数】 55台 （附置率128％）



（仮称）世田谷区中町三丁目計画

◆プロジェクト全体の概要について
■三井の取組み■三井の取組み

・三井不動産レジデンシャルは年間約5000戸を全国的に供給しており、2000年より取
り組んでいる「エコ設計仕様」を「パークホームズ」シリーズを初めとした分譲マンション
の多くに導入することで 省CO 化を進めてきた （「2008年度グッドデザイン賞」）の多くに導入することで、省CO₂化を進めてきた。（「2008年度グッドデザイン賞」）

エネルギーの見える化 セーブアースディスプレイ

エコガラス（Low-Eガラス）潜熱回収型高効率ガス給湯器
エコジョーズ

都内マンションでの標準装備

打ち水ブロック

22
2

◆◆「省「省CO2CO2デザインのデザインの44本柱」による本柱」による

■先導的省ＣＯ２技術

ハード・ソフト両面からの先導的省ハード・ソフト両面からの先導的省CO2CO2システムシステム
■先導的省ＣＯ２技術
・当プロジェクトでは「エコ設計仕様」に加え、更なるハード面での強化、そしてさらには居住者

の省CO₂意識の向上を促すインセンティブとしてソフト面での充実を図ることで、ハードとソフ
ト両面からの省CO₂化を図ることを目標とした。ト両面からの省CO₂化を図ることを目標とした。

これらは、規模、敷地、販売価格等の物件特性によらず、水平展開可能な「省CO₂化プロトタ
イプマンション」としての提案であり、当プロジェクトは波及効果が期待できる「モデルプロジェ
クト」と位置づけているクト」と位置づけている。
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◆◆特徴的な省特徴的な省CO2CO2デザインデザイン ～エネルギーデザインによる省エネ～

ハード

・「見える化」 ・・・ セーブアースディスプレイ

・「省エネ」 ・・・ エコジョーズ「省エネ」 エコジョ ズ

・「創エネ」 ・・・ 太陽光発電システム

ソフト

・新エネルギーの仕組み ・・・ MFRグリーンパワークラブ

44

◆◆特徴的な省特徴的な省CO2CO2デザインデザイン ～～パッシブデザインによる省エネ～
中庭ク ルスポット化と可動面格子等による防犯面を考慮した通風中庭クールスポット化と可動面格子等による防犯面を考慮した通風

緑のカーテンイメージ

可動面格子とサッシ開口制限ストッパー

55
緑のカーテンイメージ写真提供 NPO法人緑のカーテン応援団



◆◆特徴的な省特徴的な省CO2CO2デザインデザイン ～モビリティデザインによる省エネ～モビリティデザインによる省エネ～

①ハイブリッドカーによるカーシェアリングについて

ハイブリッドカ によるカ シ アリングを導入し 駐車場設置率を約51％に抑えたハイブリッドカーによるカーシェアリングを導入し、駐車場設置率を約51％に抑えた。

これにより、居住者の利便性を損なうことなく、ガソリン車の台数制限による省CO₂効
果と、ハイブリット車による省CO₂効果が期待される。

②エコシェアサイクルの導入

カーシェアリングからシェアサイクルへ用途に合わせて

省エネルギーな外出を促す。

③ＥＶ用充電ステーション

将来的な電気自動車の普及への対応として、平置き駐車場の壁面に200Ｖ・鍵付きコン

66

将来的な電気自動車の普及への対応として、平置き駐車場の壁面に200Ｖ 鍵付きコン
セントを設置する。

◆特徴的な省特徴的な省CO2CO2デザインデザイン ～ソフト面での省CO2システム～◆特徴的な省特徴的な省CO2CO2デザインデザイン ～ソフト面での省CO2システム～

①「ＭＦＲエコクラブ」について

※「こんにちは」は、MFR顧客月刊会報誌です。（発行部数約20万部） 7



◆ＭＦＲエコクラブの具体的活動の例
セ ブア スデ スプレイ活用による省 ネ ンテスト・セーブアースディスプレイ活用による省エネコンテスト

・エコシェアサイクル、エコカーシェアリングの利用
・緑のカーテンコンテスト緑のカ テンコンテスト
・その他エコチャレンジによるエコ活動の推進

オンラインでデータ取り込みオンライン デ タ取り込み

8

◆特徴的な省特徴的な省CO2CO2デザインデザイン ト面での省CO2システム◆特徴的な省特徴的な省CO2CO2デザインデザイン ～ソフト面での省CO2システム～

②「ＭＦＲグリーンパワークラブ」について② グリ クラ 」

グリ ネ ギ 認証セ タグリーンエネルギー認証センター

9

※MFRグリーンパワークラブがグリーン電力証書発行者となることは現時点では計画中です。
（上図はイメージ図となります）



◆◆MFRMFRグリーンパワークラブの効果グリーンパワークラブの効果

・太陽光発電設備による発電量は、シミュレー

シ ン結果により約6 100ｋWh/年（6 24kW）

果果

ション結果により約6,100ｋWh/年（6.24kW）

を見込み、主に共用部で自家消費する。

・太陽光で発電した電力量に紐づく環境価値を

MFRグリーンパワークラブにより環境価値を

小口化し、希望する居住者及び「こんにちは」

会員 kWhあたり 販売する会員に、kWhあたりで販売する。

MFRグリ ンパワ クラブの収益は 太陽光発・MFRグリーンパワークラブの収益は、太陽光発
電メンテナンス費用やその他省エネルギー改
修計画に活用して行く計画である。修計画に活用して行く計画である。

10

◆本提案による効果と今後の取り組み◆本提案による効果と今後の取り組み

・（仮称）世田谷区中町三丁目計画では、様々な「エコ設計仕様」を取り入れることで一般的な
集合住宅と比べて建物建設時から解体・廃棄までのトータルでの建築物によるCO₂排出量集合住宅と比べて建物建設時から解体 廃棄までのト タルでの建築物によるCO₂排出量
を削減している。

・またCASBEEによる環境性能効率では、「Sランク（すばらしい）」に該当。

本プ ジ 効 を検証 なが・本プロジェクトで効果を検証しながら、

可能な限り水平展開を図りたい。

11
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